
2010 年度 一般社団法人日本石材産業協会 第２回理事会 会議録 

日 時：2010年 12月 9日(木) 13：00～15：15 

15：30～17：30 

場 所：オアシス神田 オアシス７ 

Ⅰ．開 会 13：00 

 

Ⅱ．会長挨拶：来年で協会も 10 年目となります。この 10年間で大きく社会環境が変わりました。協会とし

てこの 10年間何をやってきたのか？皆様方にご協力を頂きながらやってきました。 

今年も各地区大会。6部会合同会議。各委員会事業を実施いたしました。ただ、協会として

広報の力が少なかったように思います。 

これからも社会のため、業界のため、頑張って頂きたいと思います。 

 

Ⅲ．議 事 

・議 長 選 出：定款第 26条に基づく選出。 議長：河野副会長 

・定足数確認：定款第 27条 2より 理事数８５名の過半数以上で、定足数は４３名です。 

◎理事：８５名中 ※出席者６２名（欠席者２３名） ※定足数に達している 
◎監事：１０名中  出席者 ３名（欠席者 ７名） 
◎顧問：２名 ◎オブザーバー：３名 ◎事務局：４名   合計出席者数：７４名 

  ・議事録署名人の指名：  
鳴本副会長、射場副会長及び白嶋監事を指名 

・資料の確認：事務局より 

・前回議事録の承認：第２回常任理事会、第５回正副会長会議議事録 

・新議題の採択及び審議、協議事項の確認：事務局より 

 意見：理事会資料の送付を遅くとも 1週間前に届くようにお願いいたします。 

    学識顧問などの理事会で取り扱いについて⇒議長から発言を求めるようにします。 

 

Ⅳ．審議事項  

①入退会者について：事務局 

・11/26の FAX入会審議について：結果報告 12/1Faxにて通知済 

  事務局より報告 

・入会者 2名について 

  審議：賛成多数 反対０ 白票１ よって入会承認 

・退会者 2名について 

  審議：退会を承認 

②「石の施工本」発刊について：白井委員長から資料を基に説明 

 意見：ご苦労様でした。ですか、反対です。 

内容について多くの引用承諾について並びに引用部分の割合は？ 

回答：黄色本の時の引用については、精査し各方面承諾を頂いております。 

    引用部分の割合はつかんでおりません。 

 意見：予算についての質問と事前アンケートについて 

 意見：反対です。資料の見た場合、石の話の部分では、現本からの引用表現が丸写しの部分が 

多いので（転載）、また割合がわからないとは、上程者としておかしい。 

予算のページ数が違うので予算書としては問題がある。 

提案として欲しい人のみ印刷すればよいのでは？（経費が少なくて良い。：実費） 

 回答：予算書については、申し訳ございません。 

黄色本と青色本のページ数の違いについての説明 

  意見：原稿料を払う価値が無いと思う。（転載が多い） 

    著作権などの出版に関しての契約書など交わしてない。 

 回答：著作権は、協会に依存するということになっていると思います。 

 意見：この本については反対です。引用が多いとのことが引っ掛かる。 

事業目的と意義がおかしいと思う。この本が石材施工管理を中心としてない。 

ものつくりは別物です。世間に出してほしくないような本です。 



資格検定制度は、できないはずです。上程議案書に中で矛盾部分があります。 

   意見：本を出すか出さないかは難しいと思います。公共事業については他の資格の取得 

すればできる。石の施工管理技士などがあれば良い。この本は、いろいろな本を 

まとめているので必要だと思います。会員が共有できるようにすればよい。 

   参考意見：社会から石屋の技術自体が公共工事に認められていない。（オブ） 

審議：賛成１１ 反対２２ 白票２１  

   結果：議案としては否決です。 

   意見として：今後資料として会員に還元して頂きたい。 

③全国青年部長連絡会議について：大川委員長から資料を基に説明  

予算書の変更：会場費 70,000⇒63,000に 通信費 10,000追加 予備費を 7,000に 

 審議：全会一致で承認 

資料の青年部一覧表を誤記等あれば確認して大川委員長に連絡の事 

④北海道地区全体会議について：越智地区長より資料を基に説明 

 質問：講師関係費が高額になっております。明細がわかれば 

 回答：謝礼 10万でお話をしております。他には朗読者の謝礼が入ります。他の部分がまだ 

未確定の部分があります。 

 質問：フクロウについて 

 回答：一施設に一つ寄贈の予定です。 

 審議：全会一致にて承認 

⑤中国四国地区全体会議「くろしお大会」事業報告について：筒井地区長より資料を基に説明 

  寺尾支部長より会計補足説明 

 感想：大変意義のある地区大会だったと思います。 

 審議：全会一致で承認 

⑥６部会合同会議 実施報告について：田頭部会長より説明 

  佐藤実行委員長より詳細に説明 

 審議：全会一致で承認 

⑦(財)全日本仏協会 賛助会員入会について：中江専務より資料を基に説明 

 質問：協議資料との違いは？ 

 回答：審議案件とは関係ないので、今回付けておりません。 

 質問：全日本仏教会とは？⇒資料を確認してください。 

 質問：賛助会員にならなければよい関係にならないのですか？他の宗教団体からの異議は？ 

 回答：情報の収集は賛助会員のほうが多い。他宗教からの異議は、全く無いと思う。 

 質問：今、すべきことなのか？ 

 質問：102宗派団体とは？⇒8宗です。 

 質問：仏教会と石屋がつるんでいるように思われていたくないので、反対です。 

 質問：県の仏教会には、大変お世話になっております。 

 監事から：会費は 1口ですか？⇒1口です 

審議： 賛成５２ 反対４ 白票６ によって承認 

⑧映画「ブッダ」チケット販売協力について： 

中江専務より資料を基に説明：チケット販売募集して良いか？どうかの審議です。 

 質問：協会の名前の掲載は、枚数に関係あるか？⇒関係ない 

 質問：協賛か賛助か協力どのような名前ですか？⇒確認いたします。 

 質問：購入者への発送は？⇒割戻（10％）があります。その経費で発送費用を賄います。 

 監事から：議事の進行が少し乱暴ですので、丁寧な議事進行をしてください。 

 意見：締切りを伸ばすことは、可能ですか⇒可能です。12/26頃 

 意見：内容については、反社会的なものなのか確認してください。 

 意見：このような事業には協力することは良いことだと思う。 

 審議：賛成多数 反対１ 白票２ によって承認 

 

Ⅴ．協議事項 

①「役員の選定に関する規則」改定について：望月副会長より資料を基に説明 

 事務局より詳細に説明：前回の改選の反省を踏まえて、早い段階で検討できるようにする為。 

意見：特になし 

 次回審議上程 



②年次大会 2011について：二上実行委員長より資料を基に説明 

 実施時期についての質問（アジストーンフェアの 1週間後） 

⇒日時と場所は常任理事会で承認されましたが、定款によりこの時期になりました。 

定時総会は、事業終了後 3か月以内の開催（定款第 24条より） 

総会の開催時期変更は、定款変更をしなければできない。 

賃借料の圧縮について⇒使用する室と時間を減らしている。 

ワーク登録料について⇒経費節減等のためと会員間の格差をなくしたい。 

1名は無料にならないか？⇒委員会で検討 

③映画「ブッダ」協賛について： 

事務局より資料を基に説明だが、東京都支部が今回の事業を協力する旨の申し出があり 

協議を取り下げ。 

田代東京都支部長よりここに至る経緯を補足説明 

④入会規定・入会審査基準・周知徹底事項について：射場副会長より資料を基に説明 

 筒井担当より詳細説明：現在の「入会規約」・「入会審査基準」を基に実施の徹底を要請。 

 意見：支部会員が全く知らない方が上程されるは、抵抗があるので、支部長が本人面談を 

したらどうですか？ 

 意見：入会審査基準第 3条について、戸部顧問より意見を求めます。 

 戸部顧問：法律的に各条項について説明。 

 長江顧問：お墓は只の物品販売では無いので、信用における業者を選択すべきだと思います。 

 意見：中長期政策会議での再度検討をお願いいたします。⇒中長期で再度検討します。 

 意見：追記事項より現状で皆様方の協力をお願いできればできるのでは？ 

 回答：4年間放置した方の入会で良いのでしょうか？だからこそ追加事項の必要があるのです。 

    拒否するのではなく、話し合う場の設置を考えてください。 

 意見：第 4条に利害関係を判断基準にしない。を記載したらいかがですか。 

入会申込書に審査基準を記載したらどうですか。 

 戸部顧問：裁量の幅を持たせることが必要。協会の自主的判断が必要だと思います。 

⑤理事会等の会議運営について：石本地区長より資料を基に説明 

 意見：中長期政策会議でご意見を頂戴したく思います。 

その上で上程しますので、よろしくお願いします。 

 問題提起用の議案書を作成してください。 

 議長より：今回の上程内容については、中長期政策会議でお願いします。 

 福井県支部の現状の説明 

 

Ⅵ．報告･依頼事項 

①各委員会・会議・室より 

   ・お墓ディレクター特別委員会：山口副会長より 

・中長期政策会議：協議の中で報告済 

・広報室：望月副会長より 

②各部会より 

   ・日中石材協議会：熊野部会長より 

   ・日中建築石材交流会：犬塚副会長より 3月に次回開催予定 

③各地区・各支部より 

・中国地区支部長会議（12/4開催）：田部地区長より 

④正副会長会議より：事務局長より 

・委任事項一覧について 

・「全国建築石材工業会との検討会」12/10 開催 

⑤事務局より：事務局長より 

・産地証明書過去発行数    

・会費未納者リスト 

・2010 年度事業報告       提出締切日：2011/1/10（月） 

・2011 年度事業計画案      提出締切日：2011/1/10（月） 



・今後の日程について 

・潜入リアルスコープ 12/21（火）19:00～21:00フジテレビ系列で放映予定 

・j-stone申込状況 

 
Ⅶ．閉 会：17：30 
 
 
 
 

２０１０年１２月９日           

議事録署名人：副会長  鳴本 哲矢  ㊞  

議事録署名人：副会長  射場 一之  ㊞  

議事録署名人：監 事  白嶋 正人  ㊞  

議事録作成人：事務局  杉本 浄司  ㊞  

 


